
２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
お
い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て

明
確
に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
を
も
っ
て
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
帳
簿
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
帳
簿
」
と
い
う
。）へ
の
記
載
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
に
お
い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て

明
確
に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
を
も
っ
て
法
第
五
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
五
十
条
第
一
項
の
帳
簿
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
帳
簿
」
と
い
う
。）へ
の
記
載
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
書
類
の
保
存
）

（
書
類
の
保
存
）

第
七
十
六
条

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
二
項
の
評
価
の
業
務

に
関
す
る
書
類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
十
九
条
の
申
請
書
及
び
そ
の
添
付
書
類
並
び
に
評
価

書
の
写
し
そ
の
他
の
審
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
と
す
る
。

第
七
十
六
条

法
第
五
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
条
第
二
項
の
評
価
の
業
務
に

関
す
る
書
類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
十
九
条
の
申
請
書
及
び
そ
の
添
付
書
類
並
び
に
評
価
書

の
写
し
そ
の
他
の
審
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

第
七
十
七
条

法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

七
条
第
二
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、別
記
様
式
第
六
十
五
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
七
条

法
第
五
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

七
条
第
二
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、別
記
様
式
第
六
十
五
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
評
価
の
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

（
評
価
の
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

第
七
十
八
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
評
価
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、別
記
様
式
第
六
十
六
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
八
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
は
、
法
第
五
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
評
価
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、別
記
様
式
第
六
十
六
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
評
価
の
業
務
の
引
継
ぎ
）

（
評
価
の
業
務
の
引
継
ぎ
）

第
七
十
九
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
（
国
土
交
通
大
臣
が
法
第
六
十
五
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
登
録
を
取
り
消
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
で
あ
っ
た
者
）
は
、
法
第
六
十
六
条
第
三
項
に
規
定

す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
九
条

登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
（
国
土
交
通
大
臣
が
法
第
六
十
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
の
登
録
を
取
り
消
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
評
価
機
関
で
あ
っ
た
者
）
は
、
法
第
六
十
一
条
第
三
項
に
規
定

す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
評
価
の
手
数
料
）

（
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
評
価
の
手
数
料
）

第
八
十
条

法
第
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
納
付
は
、
当
該
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印

紙
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
印
紙
を
も
っ
て
納
め
難
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
現
金
を
も
っ
て

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
十
条

法
第
六
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
納
付
は
、
当
該
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印

紙
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
印
紙
を
も
っ
て
納
め
難
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
現
金
を
も
っ
て

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

法
第
六
十
七
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
申
請
一
件
に
つ
き
百
六
十
四
万
円
と
す
る
。

た
だ
し
、
既
に
法
第
六
十
六
条
の
国
土
交
通
大
臣
の
評
価
を
受
け
た
特
殊
の
構
造
又
は
設
備
を
用
い
る
建
築
物

の
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
、
評
価
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
の
手
数
料
の
額
は
、
申
請
一
件
に
つ
き
四
十
一
万

円
と
す
る
。

２

法
第
六
十
二
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
申
請
一
件
に
つ
き
百
六
十
四
万
円
と
す
る
。

た
だ
し
、
既
に
法
第
六
十
一
条
の
国
土
交
通
大
臣
の
評
価
を
受
け
た
特
殊
の
構
造
又
は
設
備
を
用
い
る
建
築
物

の
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
、
評
価
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
の
手
数
料
の
額
は
、
申
請
一
件
に
つ
き
四
十
一
万

円
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
八
十
二
条

法
第
六
章
第
一
節
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
そ
の
判
定
の
業
務
を
一
の
地
方

整
備
局
又
は
北
海
道
開
発
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て
行
う
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機

関
に
関
す
る
も
の
は
、
当
該
地
方
整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
五
十
三
条

第
三
項
、
法
第
五
十
六
条
、
法
第
五
十
七
条
、
法
第
五
十
八
条
第
一
項
及
び
法
第
六
十
条
に
規
定
す
る
権
限
に

つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
八
十
二
条

法
第
六
章
第
一
節
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
そ
の
判
定
の
業
務
を
一
の
地
方

整
備
局
又
は
北
海
道
開
発
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て
行
う
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機

関
に
関
す
る
も
の
は
、
当
該
地
方
整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
四
十
八
条

第
三
項
、
法
第
五
十
一
条
、
法
第
五
十
二
条
、
法
第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
法
第
五
十
五
条
に
規
定
す
る
権
限

に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
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